
○ 自己評価は全部で100項目あります。　 　○記入方法 
○ ［取り組みの事実］ 

○ ［取り組んでいきたい項目］ 

［取り組んでいきたい内容］ 

○

○ ［特に力を入れている点・アピールしたい点］（アウトカム項目の後にある欄です）

　○用語の説明 

項目数 家族等

　　　　Ⅰ．理念に基づく運営 22 家　 族 

１．理念の共有 3 運営者 

２．地域との支えあい 3 

３．理念を実践するための制度の理解と活用 5 職員＝ 

４．理念を実践するための体制 7 

５．人材の育成と支援 4 チーム

　　　　Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 10 　○評価シートの説明 
１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 4 

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 6

　　　　Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 17 

１．一人ひとりの把握 3 

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し 3 

３．多機能性を活かした柔軟な支援 1 

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 10

　　　　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 38 

１．その人らしい暮らしの支援 30 

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 8

　　　　Ⅴ．サービスの成果に関する項目 13 

合計 100 セリオコーポレーション有限会社　アスク事業部 

（ユニット名） １階　２階 

自 己 評 価 票 

事業所名 

ケアサービスの提供状況や事業所の取り組み状況を具体的かつ客観的に記入し 
ます。（実施できているか、実施できていないかに関わらず事実を記入） 

今後、改善したり、さらに工夫を重ねたいと考えた項目に○をつけます。 

「取り組んでいきたい項目」で○をつけた項目について、改善目標や取り組み内容 
を記入します。また、既に改善に取り組んでいる内容・事実があれば、それを含め 
て記入します。 

日々の実践の中で、事業所として力を入れて取り組んでいる点やアピールしたい 
点を記入します。 

地域密着型サービスの自己評価項目構成 

管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を 
含みます。 

記入日 平成２０年　３月　　１０日　

静岡県三島市安久６６０番地の１０ 

記入者名 
（管理者） 

佐藤　三千代 

所在地 
（県・市町村名） 

グループホーム　富南の郷里 

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、 
事業所以外のメンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。 

これらの項目は事業所が地域密着型サービスとして目標とされる実践がなされてい 
るかを具体的に確認するものです。そして改善に向けた具体的な課題を事業所が見 
出し、改善への取り組みを行っていくための指針とします。 

項目一つひとつを職員全員で点検していく過程が重要です。点検は、項目の最初か 
ら順番に行う必要はありません。点検しやすい項目（例えば、下記項目のⅡやⅢ等） 
から始めて下さい。 

自己評価は、外部評価の資料となります。外部評価が事業所の実践を十分に反映し 
たものになるよう、自己評価は事実に基づいて具体的に記入しましょう。 

自己評価結果は、外部評価結果とともに公開されます。家族や地域の人々に事業所 
の日頃の実践や改善への取り組みを示し、信頼を高める機会として活かしましょう。 

評価調査票は、プロセス評価の項目（№1から№87）とサービスの成果（アウトカム）の項目 
（№88から№100）の2種類のシートに分かれています。記入する際は、2種類とも必ず記入 
するようご注意ください。 

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。 

＝家族に限定しています。 

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者 
と同義）を指します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。



地域密着型サービス評価の自己評価票　

　（   　 　　部分は外部評価との共通評価項目です　） 

(○印） 
取り組んでいきたい内容 

（すでに取り組んでいることも含む） 

Ⅰ．理念に基づく運営 

○地域密着型サービスとしての理念 

地域の中でその人らしく暮らし続けるこ 
とを支えていくサービスとして、事業所 
独自の理念をつくりあげている 

○理念の共有と日々の取り組み 

管理者と職員は、理念を共有し、理念の 
実践に向けて日々取り組んでいる 

○家族や地域への理念の浸透 

事業所は、利用者が地域の中で暮らし続 
けることを大切にした理念を、家族や地 
域の人々に理解してもらえるよう取り組 
んでいる 

○隣近所とのつきあい 

管理者や職員は、隣近所の人と気軽に声 
をかけ合ったり、気軽に立ち寄ってもら 
えるような日常的なつきあいができるよ 
うに努めている 

○地域とのつきあい 

事業所は孤立することなく地域の一員と 
して、自治会、老人会、行事等、地域活 
動に参加し、地元の人々と交流すること 
に努めている 

取り組みの事実 
（実施している内容・実施していない内容） 

当ホームは、三島市の最南端に位置していて道路を隔て函 
南町と隣接しております。現在では、安久町内会と安久の 
老人会(安寿会）の役員様(元・現)、民生委員、三島市相談 
員、ホーム家族会、職員等と老いても愉しく安心して暮らせ 
る地域づくりを目指しております。 

新管理者は“公平で平等な介護、ゆったりとゆっくりと第三 
の人生を供に歩む”理念に向けて介護員とさらに結束を強 
め日々取り組んでおります。 

町内会の催しなどの呼びかけに対し参加できる利用者ととも 
に参加している。 

１．理念と共有 

3 

項　　目 

２．地域との支えあい 

散歩時での近所の方からの声かけや職員からのあいさつが 
よくされている。また、新管理者は代表とともに同地域で生 
活をしているため気軽に立ち寄れる環境がさらにできてい 
る。 

4 

開所時からの利用者のレベルは年々落ちてきてはいる 
が、介護員の充実ぶりからして今年も出来る限り(無理さ 
せずに)地域の一員として参加させていただけるよう努め 
てまいりたい。 

1 

2 

地域運営推進会議は偶数月第２金曜日PM1:30～PM3:00 
安久公民館内畳部屋で行われていることが町内会・老人会 
にも定着されてきた。また、地域で毎年おかなわれる行事に 
ついても、地域からの誘いの発信は必ずいただけるように 
なっている。 

5 

新管理者は、代表とともに同町内会で生活しているため、 
さらに　　　　　隣近所との日常的付き合いができると思い 
ます。 

○ 

理念の基、新管理者は介護員とともに２４時間３６５日区切 
りのない介護の襷リレーを行うため、８分目の介護を目指 
しております。 

○

○ 

市・町境界にある地域密着型サービス事業者として、境界 
線のないすべてに対して、バリヤーフリーの老いの楽しみ 
のために隣接町の役員様、民生委員、町相談員等々にも 
参加していただけるよう呼びかけと、対する運営を取り組 
んでいきたいと思っております。 

町内会回覧版などコピーして地域の様子なども伝達して 
いきたい。また、昨年目標を掲げていた地域に融合する 
ための具体的目標一つとして取り上げていた利用者と散 
歩する時にごみ袋を持って散歩できるようにしたい。 

取り組んでいきたい項目 
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(○印） 
取り組んでいきたい内容 

（すでに取り組んでいることも含む） 

取り組みの事実 
（実施している内容・実施していない内容） 

項　　目 

○事業所の力を活かした地域貢献 

利用者への支援を基盤に、事業所や職員 
の状況や力に応じて、地域の高齢者等の 
暮らしに役立つことがないか話し合い、 
取り組んでいる 

○評価の意義の理解と活用 

運営者、管理者、職員は、自己評価及び 
外部評価を実施する意義を理解し、評価 
を活かして具体的な改善に取り組んでい 
る

○運営推進会議を活かした取り組み 

運営推進会議では、利用者やサービスの 
実際、評価への取り組み状況等について 
報告や話し合いを行い、そこでの意見を 
サービス向上に活かしている 

○市町村との連携 

事業所は、市町村担当者と運営推進会議 
以外にも行き来する機会をつくり、市町 
村とともにサービスの質の向上に取り組 
んでいる 

○権利擁護に関する制度の理解と活用 

管理者や職員は、地域福祉権利擁護事業 
や成年後見制度について学ぶ機会を持 
ち、個々の必要性を関係者と話し合い、 
必要な人にはそれらを活用できるよう支 
援している 

○虐待の防止の徹底 

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法 
について学ぶ機会を持ち、利用者の自宅 
や事業所内で虐待が見過ごされることが 
ないよう注意を払い、防止に努めている 

当ホームは開所より、高齢者虐待はあってはならないことは 
当然として、利用者に対して拘束をしないよう努めておりま 
す。そのためのリスクとして見守る職員は日々究極の介護を 
目指して頑張っております。 

地域の老人会の方によく言われることですが、老人会での 
合言葉は、“富南の郷里には入居しないよう、御世話できる 
ようにする”と言われていることを職員に話している。 

代表・新管理者・職員は今の姿を外部評価員に調査とい 
うより見ていただき、さらに向上できるチャンスと思っており 
ます。評価後は真摯に受け止め良いことはなくさないよう 
に、改善については、“今出来ること、出来ないことはどう 
したら出来るようになるか”早急に検討できるように待ち望 
んでおります。 

４年目の今年はさらに再確認のため虐待の防止対策を 
テーマとしている職員研修など試みていきたいと思ってお 
ります。 

成年後見制度についての勉強会を職員に開いていきた 
い。 

運営推進会議を縦横のバリアーを除くようにしたい。防災 
を例にとれば、当ホームは入り組んだ市・町堺にありま 
す。訓練とか情報提供など２種類を受発信しなくてはなら 
なくなっていきます。運営推進会議の構成員に隣町の組 
長や民生委員はじめ地域の方々にも参加を呼び掛けた 
いと思っております。行政に協力を求めようと思っておりま 
す。 当ホーム開所より来所されている相談員の利用者、家族 
会、地域運営推進会議、介護員等に役立っており、その 
ことにより当ホーム理念のとおり公平な介護ができている。 
石の上にも３年のごとく、４年目に入った今年はその相談 
員さんに続けていただきサービスの質の向上に努めたい 
と思っております。 

6 ○ 

7 ○ 

３．理念を実践するための制度の理解と活用 

地域の老人会の方に職員から“認知症でも共にここで一 
緒に暮らせていける”と言えるように、利用者とともに地域 
活動・行事等に積極的に参加したい。 

前管理者は、外部評価をよく見られるようにとの報告が代表 
にされており、職員にこの評価の意義が理解されていなった 
ように思える。昨年スーパーバイザーを導入して改善の指摘 
項目の着手によって、改善を図ってきたことが、前管理者の 
突然の退職につながった起因の一つでもあると代表の言葉 
でした。 
運営推進会議は発足当初より欠かすことがなく、多い時に 
は１６名、少ない時でも９名が参加し、毎回時間超過してしま 
う位活発な意見が交換され当ホームのサービス向上につ 
なっております。地域には認知症介護について理解をえら 
れ、地域の応援を当ホームの利用者にも浸透しつつありま 
す。 

11 

8 

10 

成年後見制度について理解しているものの、職員はなかな 
かその制度と出会いができないが、当ホームに関わりをもた 
せてある方を現在、当ホーム代表者が支援をしている。 

9 ○ 

当ホームの家族会は年１回全体会議を１月の誕生会に集 
まっていただいておりますが、その中には三島市の相談員 
が中立な立場として加わり話し合いをされ、そのあとに経営 
者及び職員が加わって話し合いをしている。 

○ 
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(○印） 
取り組んでいきたい内容 

（すでに取り組んでいることも含む） 

取り組みの事実 
（実施している内容・実施していない内容） 

項　　目 

○契約に関する説明と納得 

契約を結んだり解約をする際は、利用者 
や家族等の不安、疑問点を尋ね、十分な 
説明を行い理解・納得を図っている 

○運営に関する利用者意見の反映 

利用者が意見、不満、苦情を管理者や職 
員ならびに外部者へ表せる機会を設け、 
それらを運営に反映させている 

○家族等への報告 

事業所での利用者の暮らしぶりや健康状 
態、金銭管理、職員の異動等について、 
家族等に定期的及び個々にあわせた報告 
をしている 

○運営に関する家族等意見の反映 

家族等が意見、不満、苦情を管理者や職 
員ならびに外部者へ表せる機会を設け、 
それらを運営に反映させている 

○運営に関する職員意見の反映 

運営者や管理者は、運営に関する職員の 
意見や提案を聞く機会を設け、反映させ 
ている 

○柔軟な対応に向けた勤務調整 

利用者や家族の状況の変化、要望に柔軟 
な対応ができるよう、必要な時間帯に職 
員を確保するための話し合いや勤務の調 
整に努めている 

○職員の異動等による影響への配慮 

運営者は、利用者が馴染みの管理者や職 
員による支援を受けられるように、異動 
や離職を必要最小限に抑える努力をし、 
代わる場合は、利用者へのダメージを防 
ぐ配慮をしている 

契約書説明は当然で、重要事項の説明を含め、納得して 
いただけるような説明時間・説明場所なども考慮して契約 
を成立させられるように再確認をする。 

13 

月１回のケア会議に参加していただけるように前月に告知 
することを３月期より即時実行している。 

12 ○ 

出来ていると思っていたが、最近の入退所利用者家族に対 
して説明不足のあったことを前管理者退職時にあり十分理 
解をしていただき納得していただいた。 

管理者が、月に１回は来ていただいている家族の方々に利 
用者の意見、不満、苦情を聞いていただきその後で、家族 
と面談をしている。また、意見、不満、苦情は当ホーム以外 
の三島市相談員をはじめ静岡国保連の相談窓口があること 
の説明を重ね重ねしている。 

利用者家族に月１回のケア会議に参加していただけるよう 
に前月に告知し、職員移動も含めひとりひとりの家族にお 
便りとともに担当職員から報告する。 

15 ○ 

家族の意見等については管理者が窓口というだけでな 
く、利用者と職員の接点を中心にする運営状況の確認 
を、家族と共有するための会議を月１回行うよう心掛けた 
い。 

14 

計画作成担当者・ケアマネージャー・担当職員・看護師・栄 
養士が月１回ひとりひとりのケア会議を開きひとりひとりの家 
族にお便りと担当職員からの思いを含めて報告をしている。 

家族会からの意見・不満・苦情を管理者が来所されたときに 
聞き入れている。また、意見箱のみの設置に頼らず月末の 
便りに意見、不満、苦情等書き込めるように発信している。 

運営者が管理者とともに職員一人一人から意見や提案を 
聞きいれできるように、会議への出席、また、一人一人と 
意見交換のできるよう時間を設ける。 

17 

特に職員のシフトについては細心の注意を払って利用者 
並びに家族対応に支障のないように心がけのできるように 
職員と調整をさらに綿密に行う。 

16 

職員の意見が正確に運営者に伝えることが困難ということで 
管理者が職員一人一人ヒヤリングを行い必要性のあること等 
を整理し職員匿名にて管理者が運営者へ報告をしていた。 

管理者ができる限り利用者家族が事前に分かる時の来所に 
合わせる出勤、職員のシフトに関して職員が事前の休み届 
については公休日としてあてるシフトづくりをしているため勤 
務のムラができないようにしている。 

このたびの管理者の退職については残った職員にはダ 
メージはない。が、一部の利用者と一部の家族において 
動揺があり、新管理者と職員は運営者とともにダメージを 
与えないように２月２１日より当ホーム全体に意識が一つと 
なり運営をしている。 

18 ○ 

異動に関しては、職員間の意思と利用者に対して尊重しな 
がらも配慮をしている。しかし、管理者をはじめ職員の離職 
については必要最小限に人員の確保はできているが、利用 
者並びに家族へのダメージについては困難。 
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(○印） 
取り組んでいきたい内容 

（すでに取り組んでいることも含む） 

取り組みの事実 
（実施している内容・実施していない内容） 

項　　目 

○職員を育てる取り組み 

運営者は、管理者や職員を段階に応じて 
育成するための計画をたて、法人内外の 
研修を受ける機会の確保や、働きながら 
トレーニングしていくことを進めている 

○同業者との交流を通じた向上 

運営者は、管理者や職員が地域の同業者 
と交流する機会を持ち、ネットワークづ 
くりや勉強会、相互訪問等の活動を通じ 
て、サービスの質を向上させていく取り 
組みをしている 

○職員のストレス軽減に向けた取り組み 

運営者は、管理者や職員のストレスを軽 
減するための工夫や環境づくりに取り組 
んでいる 

○向上心を持って働き続けるための取り組み 

運営者は、管理者や職員個々の努力や実 
績、勤務状況を把握し、各自が向上心を 
持って働けるように努めている 

○初期に築く本人との信頼関係 

相談から利用に至るまでに本人が困って 
いること、不安なこと、求めていること 
等を本人自身からよく聴く機会をつく 
り、受けとめる努力をしている 

○初期に築く家族との信頼関係 

相談から利用に至るまでに家族等が困っ 
ていること、不安なこと、求めているこ 
と等をよく聴く機会をつくり、受けとめ 
る努力をしている 

月１回行っているカンファレンス会議を前月末のお便りで 
家族に発信し、できる限り合わせていただけるように心が 
けていただき、家族との信頼関係にも繋げていきたい。 

管理者が一部の家族に対してはできていたが、来所出来な 
い家族対しては月末のお便りで機会を作っていたが、都合 
のつかない家族にはあまり出来ないことが多かった。 

５．人材の育成と支援 

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 

24 

19 ○ 

本年も計画を立てて認知症介護の研修を中心に職員の 
スキルアップとモラル向上のための研修を受けられるよう 
にすることを目標としていく。 

新職員は管理者の基、当ホームの理念をはじめに規律・運 
営規定等の職員教育と認知症介護に関する研修を外部団 
体の行っている研修会に計画を立てて受けている。 

運営者・管理者が中心となって交流作りから始めていき、 
サービスの質の向上に役立つように心がけるようにした 
い。 

21 

ゴールのない襷をかけた駅伝レースの様な勤務であるか 
ら過密勤務とならないようにシフトづくりを続ける。 

20 ○ 

運営者は同業者との交流を深め昨年よりこのことを取り上げ 
たが、出来ていない。 

有給休暇の利用によってのシフトづくりをしている。また、ゆ 
とりを持って８分目の介護を目指すように職務遂行するよう 
に指導している。また、この介護仕事は、襷を掛けて次の人 
へと手渡す駅伝レースのような仕事なので決して過度な勤 
務時間とならないように全職員に啓蒙し、実行している。 

本年は、他新規事業の成績いかんではあるが、当ホーム 
の実績が出来上がれば昨年同様の決算ボーナスの支給 
をしていきたい。 

23 

センター方式の再確認をしながら利用者自身で出来るこ 
との再発見とその人が共同生活の中で役に立っていると 
思える力を認識してもらえるように努める。 

22 

昨年納涼祭の中で２名の職員に対してサプライズな形で表 
彰をした。また、当ホーム３期連続で１０月の決算期のボー 
ナスを支給し、中でも昨年の総額支給額は前年より倍増と 
なった。 

混乱などあったときその本人との会話でコミュニケーションを 
とりながら本人自身から聞けるよう努めていた。 

セリオコーポレーション有限会社・アスク事業部



(○印） 
取り組んでいきたい内容 

（すでに取り組んでいることも含む） 

取り組みの事実 
（実施している内容・実施していない内容） 

項　　目 

○初期対応の見極めと支援 

相談を受けた時に、本人と家族が「その 
時」まず必要としている支援を見極め、 
他のサービス利用も含めた対応に努めて 
いる 

○馴染みながらのサービス利用 

本人が安心し、納得した上でサービスを 
利用するために、サービスをいきなり開 
始するのではなく、職員や他の利用者、 
場の雰囲気に徐々に馴染めるよう家族等 
と相談しながら工夫している 

○本人と共に過ごし支えあう関係 

職員は、本人を介護される一方の立場に 
おかず、一緒に過ごしながら喜怒哀楽を 
共にし、本人から学んだり、支えあう関 
係を築いている 

○本人を共に支えあう家族との関係 

職員は、家族を支援される一方の立場に 
おかず、喜怒哀楽を共にし、一緒に本人 
を支えていく関係を築いている 

○本人と家族のよりよい関係に向けた支援 

これまでの本人と家族との関係の理解に 
努め、より良い関係が築いていけるよう 
に支援している 

○馴染みの人や場との関係継続の支援 

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの 
人や場所との関係が途切れないよう、支 
援に努めている 

○利用者同士の関係の支援 

利用者同士の関係を把握し、一人ひとり 
が孤立せずに利用者同士が関わり合い、 
支え合えるように努めている 

あまり出来ていない。 

その人のフェイスシート・モニタリング等からのケアマネによ 
るケアプランに基づきサービスの開始をしていた。 

やや出来ている。 

やや出来ている。 

25 

当ホームがその方にとって良いか。また、その入居にあ 
たって現在入居されている他の利用者との折り合いなども 
含めその方にとって家族支援も考慮しながら見極めてい 
きたい。 

利用者と家族の関係のパイプ役として、当ホームが家族 
に密に報告をさせていただいている。 

28 ○ 

29 

出来ている。 

職員は前年同時期と比較すると半数以上の新職員で構 
成されています。大きな理由はその以前よりいた職員は 
他事業所の開設に伴っておりますが、時折顔をのぞかせ 
ては後方より支援をしております。現在の職員は認知症 
介護の経験を他で積んできたベテランの介護員で、新管 
理者とともに以前と変わらぬ向上心を持って新たな関係 
作りを全職員より継続しております。 

ホームと家族間の信頼関係はできていると思っている。 

31 

出来る限り孤立しないように利用者同士で共通の話題や 
趣味などで共に関わりあえるよう席などには特に介護員 
は神経を注いでいる。 

30 

利用者と馴染みの人とその場所が途切れないように話の 
中で失わないように支援している。 

やや出来ている。 

26

27 ○ 

その人のフェイスシート・モニタリング等を参考にしなが 
ら、出来ることが何かの発見を全介護員でケアプランの作 
成ができて、これからの生活に互いに役だてるようなサー 
ビスを開始したい。 

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 

当ホームの理念の如く“ゆったりとゆっくり第三の人生を供 
に歩む”介護を実践としております。供の字にあえてして 
いるのには利用者の従者としての介護員の立場でありま 
す。利用者に喜怒哀楽をもって“あ～これでよかったなぁ” 
と思えるように老いを楽しめるように過ごしていただきたい 
と願っております。 

セリオコーポレーション有限会社・アスク事業部



(○印） 
取り組んでいきたい内容 

（すでに取り組んでいることも含む） 

取り組みの事実 
（実施している内容・実施していない内容） 

項　　目 

○関係を断ち切らない取り組み 

サービス利用（契約）が終了しても、継 
続的な関わりを必要とする利用者や家族 
には、関係を断ち切らないつきあいを大 
切にしている 

○思いや意向の把握 

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意 
向の把握に努めている。困難な場合は、 
本人本位に検討している 

○これまでの暮らしの把握 

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし 
方、生活環境、これまでのサービス利用 
の経過等の把握に努めている 

○暮らしの現状の把握 

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状 
態、有する力等の現状を総合的に把握す 
るように努めている 

○チームでつくる利用者本位の介護計画 
本人がより良く暮らすための課題とケア 
のあり方について、本人、家族、必要な 
関係者と話し合い、それぞれの意見やア 
イディアを反映した介護計画を作成して 
いる 

○現状に即した介護計画の見直し 

介護計画の期間に応じて見直しを行うと 
ともに、見直し以前に対応できない変化 
が生じた場合は、本人、家族、必要な関 
係者と話し合い、現状に即した新たな計 
画を作成している 

まあ出来ている。 介護計画の期間に応じて見直しを行うと共に見直し以前 
に対応できない変化が生じた場合は、家族、看護師、介 
護職員、栄養士，本人も交えて話し合いを持ち現状に即 
した新たな計画を作成している。 37 

開所して最初の入居者は、退所後他施設でお亡くなりに 
なりましたが、そのご家族は今でも当ホームを時折訪ねて 
は色々と支援をしていただいております。 

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 

１．一人ひとりの把握 

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し 

36 

35 

33 

一人一人の一日の過ごし方、心身状態は総合的に把握 
はされている。 

月１回のＣＦ会議を開きご家族、看護師、栄養士、看護職 
員とで話し合い、それぞれの意見を聞き、本人がより良く 
暮らせるための介護計画を作成する方向に向かってい 
る。 ○ 

○ 

34 

ケア会議及び来所時にご家族より意向をお伺いし、その 
思いや暮らし方の希望に添えられるように支援して行きた 
い。 

○ 

一人一人の生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境の把 
握に努めていく。 

32 

全くできてないことはない。 

一人一人の意向の把握に向かっている。 

あまり出来ていない。 

出来ている。 

まあ出来ている。 

セリオコーポレーション有限会社・アスク事業部



(○印） 
取り組んでいきたい内容 

（すでに取り組んでいることも含む） 

取り組みの事実 
（実施している内容・実施していない内容） 

項　　目 

○個別の記録と実践への反映 

日々の様子やケアの実践・結果、気づき 
や工夫を個別記録に記入し、情報を共有 
しながら実践や介護計画の見直しに活か 
している 

○事業所の多機能性を活かした支援 

本人や家族の状況、その時々の要望に応 
じて、事業所の多機能性を活かした柔軟 
な支援をしている 

○地域資源との協働 

本人の意向や必要性に応じて、民生委員 
やボランティア、警察、消防、文化・教 
育機関等と協力しながら支援している 

○他のサービスの活用支援 

本人の意向や必要性に応じて、地域の他 
のケアマネジャーやサービス事業者と話 
し合い、他のサービスを利用するための 
支援をしている 

○地域包括支援センターとの協働 

本人の意向や必要性に応じて、権利擁護 
や総合的かつ長期的なケアマネジメント 
等について、地域包括支援センターと協 
働している 

○かかりつけ医の受診支援 

本人及び家族等の希望を大切にし、納得 
が得られたかかりつけ医と事業所の関係 
を築きながら、適切な医療を受けられる 
ように支援している 

まあ出来ている。 

当ホーム内での敷地を利用して支援をしている。 

個別の記録の上部に３ヶ月間のプランを記載し日々の様 
子やケアの実践、結果、気づきや工夫を個別記録に記入 
し、情報を共有しながら実践や介護計画の見直しに活か 
している。 

地域推進会議だけでの協働ではなく日ごろからより綿密 
に地域包括支援センターと取り組んでいきたい。 

38 ○ 

４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 

地域での文化交流等については、地域の支えが定着して 
きたために喜ばしいほどに支援されている。だが、地震災 
害等に措かれたときのことを考え、現在行っている地域推 
進会議のメンバーに地域警察官の出席を求めている。地 
域・官・民のバリアフリーを提唱していきたい。 

41 

利用者並びに家族にとって、必要なサービスのあることの 
説明と支援は今後も他のケアマネージャーやサービス事 
業者とも話し合いながら継続して支援していきたい。 

40 ○ 

“ここでなければ”ではなく“ここでなくとも”で、その人のため 
に考え、他のサービスを利用するための支援に努めてきた。 

地域ボランティアの方々が誕生会の場を盛り上げて下さっ 
た。地元消防団と市消防職員と訓練に参加していただい 
た。だが、９月の大雨台風時は市・町隣接地であるため双方 
の対応に戸惑いを感じ孤立した。避難勧告と避難命令の違 
いはあまり変わりのない事と後に知ったのですが、実際深の 
緊急時非難についての課題を残した。 

43 

３．多機能性を活かした柔軟な支援 

39 ○ 

当社他事業所の利用者や家族会や地域の方々とともに 
交流の機会を作り、当ホーム内での敷地の活用して多機 
能に支援していきたい。 

○ 

利用者と家族の希望に添えられたかかりつけ医なのかを 
再度確認していきたい。 

42 

地域包括支援センターとは２ヶ月１回行われている地域推 
進会議で協働してる。 

近隣の病院と関係を築き支援していただきながら適切に医 
療を受けられるように支援していただいている。 

セリオコーポレーション有限会社・アスク事業部



(○印） 
取り組んでいきたい内容 

（すでに取り組んでいることも含む） 

取り組みの事実 
（実施している内容・実施していない内容） 

項　　目 

○認知症の専門医等の受診支援 

専門医等認知症に詳しい医師と関係を築 
きながら、職員が相談したり、利用者が 
認知症に関する診断や治療を受けられる 
よう支援している 

○看護職との協働 

利用者をよく知る看護職員あるいは地域 
の看護職と気軽に相談しながら、日常の 
健康管理や医療活用の支援をしている 

○早期退院に向けた医療機関との協働 

利用者が入院した時に安心して過ごせる 
よう、また、できるだけ早期に退院でき 
るように、病院関係者との情報交換や相 
談に努めている。あるいは、そうした場 
合に備えて連携している 

○重度化や終末期に向けた方針の共有 

重度化した場合や終末期のあり方につい 
て、できるだけ早い段階から本人や家族 
等ならびにかかりつけ医等と繰り返し話 
し合い、全員で方針を共有している 

○重度化や終末期に向けたチームでの支援 

重度や終末期の利用者が日々をより良く 
暮らせるために、事業所の「できるこ 
と・できないこと」を見極め、かかりつ 
け医とともにチームとしての支援に取り 
組んでいる。あるいは、今後の変化に備 
えて検討や準備を行っている 

○住み替え時の協働によるダメージの防止 

本人が自宅やグループホームから別の居 
所へ移り住む際、家族及び本人に関わる 
ケア関係者間で十分な話し合いや情報交 
換を行い、住み替えによるダメージを防 
ぐことに努めている 

認知症に理解ある医師に認知症専門医の紹介など相談 
し利用者及び家族に支援していきたい。 

45 

家族の理解と協力によって今後も医療連携加算をいただ 
き、非常勤ではあるが看護師を配備し日常の健康管理や 
医療活用の支援を続けていく。 

44 

認知症の専門医は近くにないが、認知症に理解のある医師 
に相談している。専門医受診については家族に情報提供し 
ながらの支援をしている。 

医療連携加算をいただき、非常勤ではあるが看護師を配備 
しているため、日常の健康管理、医療活用の支援ができて 
いる。 

常に家族を通しながら病院と情報交換をし退院時に備え 
ている。 

47 

今後もターミナルを迎えるにあたっての話し合いを家族と 
ともにしていきたい。 

46 

出来ている。 

家族会でも重度化の対応について話し合いを繰り返してい 
るが、職員間でも早期に方針の共有の話し合いをしている 
が、実際ターミナル期を経験していないため不安がある。 

他の利用者への影響など考慮し、その時の家族とどれだ 
け連携が取れるかによって、具体的に一家族単位での話 
し合いを看護・介護職員と家族を交えて“できること・でき 
ないこと”について話し合いをしていきたい。 

49 

本人が別の施設等に移り住む時には当ホームにおいて 
のこれまでのサービスと別の施設等とのサービスの違いが 
あったときの説明および情報を本人にとってどうダメージ 
を受けるかを十分に話し合っていけるようにしたい。 

48 

年１回の家族会全体会議で常に話題となっている。 

当ホームから別の施設に移り住む場合家族とともにその施 
設の見学若しくは紹介をしている。 

セリオコーポレーション有限会社・アスク事業部



(○印） 
取り組んでいきたい内容 

（すでに取り組んでいることも含む） 

取り組みの事実 
（実施している内容・実施していない内容） 

項　　目 

○プライバシーの確保の徹底 

一人ひとりの誇りやプライバシーを損ね 
るような言葉かけや対応、記録等の個人 
情報の取り扱いをしていない 

○利用者の希望の表出や自己決定の支援 

本人が思いや希望を表せるように働きか 
けたり、わかる力に合わせた説明を行 
い、自分で決めたり納得しながら暮らせ 
るように支援をしている 

○日々のその人らしい暮らし 

職員側の決まりや都合を優先するのでは 
なく、一人ひとりのペースを大切にし、 
その日をどのように過ごしたいか、希望 
にそって支援している 

○身だしなみやおしゃれの支援 

その人らしい身だしなみやおしゃれがで 
きるように支援し、理容･美容は本人の 
望む店に行けるように努めている 

○食事を楽しむことのできる支援 

食事が楽しみなものになるよう、一人ひ 
とりの好みや力を活かしながら、利用者 
と職員が一緒に準備や食事、片付けをし 
ている 

○本人の嗜好の支援 

本人が望むお酒、飲み物、おやつ、たば 
こ等、好みのものを一人ひとりの状況に 
合わせて日常的に楽しめるよう支援して 
いる 

やや出来ている。 

やや出来ている。 

本人が望むし好品の中で、飴玉だとかの事故につながり 
そうな食べ物は極力避けている。また、家族等親類などで 
差入等は窓口で一旦お預かりをし、介護員が管理しなが 
ら利用者に支援している。 

55 ○ 

理美容は本人の望む店などに行くことは家族の対応にて 
行われている。その他、理美容師に当ホームへ出向いて 
いただいている。 

食事が楽しめるような盛り付けを栄養士の指示やホーム 
以外の当職員のベテラン調理師によって時折楽しんでい 
ただけるように支援していきたい。準備や片付けはできる 
人に限られているが、出来る限り支援していきたい。 

その人にとっての誇りやプライバシーを損ねないような声 
かけなどして対応していきたい。 

日々のその人らしさの暮らしを新たに発見できるように支 
援していきたい。 

やや出来ている。 

やや出来ている。 

やや出来ている。 

やや出来ている。 

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

１．その人らしい暮らしの支援 

（１）一人ひとりの尊重 

54 

53 

51 

（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援 

52 

50 

利用者の希望などに添えるように、利用者が納得しながら 
暮らせるよう支援していきたい。 
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(○印） 
取り組んでいきたい内容 

（すでに取り組んでいることも含む） 

取り組みの事実 
（実施している内容・実施していない内容） 

項　　目 

○気持よい排泄の支援 

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一 
人ひとりの力や排泄のパターン、習慣を 
活かして気持ちよく排泄できるよう支援 
している 

○入浴を楽しむことができる支援 

曜日や時間帯を職員の都合で決めてしま 
わずに、一人ひとりの希望やタイミング 
に合わせて、入浴を楽しめるように支援 
している 

○安眠や休息の支援 

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況 
に応じて、安心して気持ちよく休息した 
り眠れるよう支援している 

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援 

張り合いや喜びのある日々を過ごせるよ 
うに、一人ひとりの生活歴や力を活かし 
た役割、楽しみごと、気晴らしの支援を 
している 

○お金の所持や使うことの支援 

職員は、本人がお金を持つことの大切さ 
を理解しており、一人ひとりの希望や力 
に応じて、お金を所持したり使えるよう 
に支援している 

○日常的な外出支援 

事業所の中だけで過ごさずに、一人ひと 
りのその日の希望にそって、戸外に出か 
けられるよう支援している 

○普段行けない場所への外出支援 

一人ひとりが行ってみたい普段は行けな 
いところに、個別あるいは他の利用者や 
家族とともに出かけられる機会をつく 
り、支援している 

基本的におむつの対応はせずに支援をしている。 

57 

利用者本位ではないが入浴日を決めてある。利用者の状 
況と湯量によって入浴日を変更しながら対応している。ま 
た、時間帯に関して現在午後２時～４時となっているが、 
利用者の都合での入浴時間を夜７時～など検討してい 
る。 

56 

やや出来ている。 

やや出来ている。が、今までの支援の仕方を見直すことを 
検討している。 

夜は出来るだけ眠っていただけるような支援はしていきた 
い。 

59 ○ 

レベルに合わせて一人ひとりのできることへの再確認をし 
ながら、その方に何をしてほしいではなく、その方が何を 
したいかの発見に注いでいる。（以前はできたが、できなく 
なってしまった方もいるため） 

58 

やや出来ている。が、今までの支援の仕方を見直している。 

やや出来ている。が、今までの支援の仕方を見直している。 

（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援 

ほとんどの利用者が金銭管理に問題があり、出来る方に 
は出来るだけしていただいたが、トラブルの原因となって 
きたため、家族と話合い理解をえながら当ホームで立替 
金として扱いながらもお金を使えるよう支援している。 

61 

当ホームの敷地にはいつでも出られるようにしている。ま 
た、定期的に職員の状況判断によって散歩をしている。 

60 

出来かねている。現在では、基本的にはお金の所持はご遠 
慮していただいている。 

出来ている。 

個々に行きたい所などを普段から聞いてレクレーションの 
中で計画をして花見や買い物など行っており、個人で行 
かなければならないような場合については職員の配置に 
無理や支障のないように行っている。 

62 

出来ている。 
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(○印） 
取り組んでいきたい内容 

（すでに取り組んでいることも含む） 

取り組みの事実 
（実施している内容・実施していない内容） 

項　　目 

○電話や手紙の支援 

家族や大切な人に本人自らが電話をした 
り、手紙のやり取りができるように支援 
をしている 

○家族や馴染みの人の訪問支援 

家族、知人、友人等、本人の馴染みの人 
たちが、いつでも気軽に訪問でき、居心 
地よく過ごせるよう工夫している 

○身体拘束をしないケアの実践 

運営者及び全ての職員が「介護保険法指 
定基準における禁止の対象となる具体的 
な行為」を正しく理解しており、身体拘 
束をしないケアに取り組んでいる 

○鍵をかけないケアの実践 

運営者及び全ての職員が、居室や日中玄 
関に鍵をかけることの弊害を理解してお 
り、鍵をかけないケアに取り組んでいる 

○利用者の安全確認 

職員は本人のプライバシーに配慮しなが 
ら、昼夜通して利用者の所在や様子を把 
握し、安全に配慮している 

○注意の必要な物品の保管・管理 

注意の必要な物品を一律になくすのでは 
なく、一人ひとりの状態に応じて、危険 
を防ぐ取り組みをしている 

○事故防止のための取り組み 

転倒、窒息、誤薬、行方不明、火災等を 
防ぐための知識を学び、一人ひとりの状 
態に応じた事故防止に取り組んでいる 

63 

電話の取り次ぎは家族の理解のもと行っており、年賀状 
や暑中見舞いなど介護員が手伝って家族や知人に出し 
ている。また、常日頃より必要に応じて手紙など出すとき 
には介護員が支援をしている。 

出来ている。 

誰でもが訪問しやすいように心がけていきたい。 

65 

身体は当然として、心身の拘束をしないケアを目標として 
いきたい。 

64 

本人や家族が理解している知人が代わる代わるよく訪れてく 
れる。 

身体拘束をしない宣言をしている。 

（４）安心と安全を支える支援 

一部の家族で日中玄関にかぎが掛けていないことに対し 
て苦情があった。理解を求め話し合いをしている。 

67 

昼夜を通して職員には利用者を見て見ぬふりの見守りを 
指導している。 

66 ○ 

出来ている。 

出来ている。 

日々細かく報告を受けて対処しているが３年が過ぎて、危 
険防止の角度から備品の見直し点検をする。 

69 ○ 

本年は事故防止対策委員会が職員にヒヤリハット報告の 
数を増やすことを通達し、より細かく事故防止のための分 
析をすることにしている。ただし、その人なりの尊厳を失わ 
ないための介護があるということに則って取り組んでいき 
たい。 

68 

一人ひとりの利用者の居室内。また共有部において職員が 
取り組んでいる。 

事故防止のため事故防止対策委員会を設置してある。ヒヤ 
リハット・事故報告書の記録を基に常に検討して注意点を各 
職員に発信している。小さく些細なといわれても家族に現在 
とその後の対応について説明報告をしている。 
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(○印） 
取り組んでいきたい内容 

（すでに取り組んでいることも含む） 

取り組みの事実 
（実施している内容・実施していない内容） 

項　　目 

○急変や事故発生時の備え 

利用者の急変や事故発生時に備え、全て 
の職員が応急手当や初期対応の訓練を定 
期的に行っている 

○災害対策 

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を 
問わず利用者が避難できる方法を身につ 
け、日ごろより地域の人々の協力を得ら 
れるよう働きかけている 

○リスク対応に関する家族等との話し合い 

一人ひとりに起こり得るリスクについて 
家族等に説明し、抑圧感のない暮らしを 
大切にした対応策を話し合っている 

○体調変化の早期発見と対応 

一人ひとりの体調の変化や異変の発見に 
努め、気付いた際には速やかに情報を共 
有し、対応に結び付けている 

○服薬支援 

職員は、一人ひとりが使用している薬の 
目的や副作用、用法や用量について理解 
しており、服薬の支援と症状の変化の確 
認に努めている 

○便秘の予防と対応 

職員は、便秘の原因や及ぼす影響を理解 
し、予防と対応のための飲食物の工夫や 
身体を動かす働きかけ等に取り組んでい 
る

○口腔内の清潔保持 

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎 
食後、一人ひとりの口腔状態や力に応じ 
た支援をしている 

高齢者介護急変時対応マニュアルを常に見えるところに 
備え付けてあり、応急手当や初期対応についての話し合 
いを月１回定期的にケア会議時に行っている。 

71 ○ 

他所からの応援がないことを想定し、常時１２０ℓの緊急時 
炊飯用・服薬用としての水、約１，０００ℓの飲物、米５０ｋｇ、 
食材５日分その他緊急用食材を備蓄してある。また、ほぼ 
全職員に緊急時用携帯電話機を与え昼夜を問わず緊急 
時対応するように指導している。さらに、自家発電機を購 
入してあり月１回の点検を行っている。 

70 

非常時に備えること常に確認し合っている。 

地元消防団と市消防職員と訓練に参加していただいた。だ 
が、昨年９月の大雨台風時は市・町隣接地であるため双方 
の対応に戸惑いを感じ孤立し、深夜２時ごろ職員に緊急招 
集したところおよそ１０名が２０分とかからずに駆けつけた。 
避難勧告と避難命令の違いはあまり変わりのない事と後に 
知ったのですが、連携が取れにくいことも理解した。 

楽しく生活できるように“ゆったりとゆっくりと”の理念の如く 
暮らせて、その人にとって出来ることはその人なりに自由 
にしてあげられるように、その半面で見守りながらではある 
がリスクを理解していただいているまた、緊急時の対応策 
についての説明もしていく。 

73 

日中のうちにできる限り対処できるように一人ひとりの体調 
変化に注意している。介護員の自己診断でなく、介護員 
同士で情報共有をして早めの受診対応を心がけている。 

72 

来所されたときに一家族ごとに時間の許す限り話し合いをし 
ている。 

体調変化の早期発見には最善に努めている。 

（５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援 

服薬管理は、看護師が介護員とともに管理している。薬の 
説明についても行っている。 

75 

栄養士はできるだけ消化されやすいメニュー作りをし、調 
理をする介護員も理解し従っている。また、トイレにはウォ 
シュレットが備えつられており、便意必要のときなには、お 
しり洗浄マッサージも行っている。 

74 

看護師と３回確認し出来ている。 

出来ている。が、便秘で悩む方については主治医に従って 
薬で対応する時がある。 

毎食後の口腔ケア支援と嚥下・口腔体操を昼食前に行っ 
ている。また、就寝前には入れ歯を預かり、洗浄し管理を 
している。 76 

出来ている。 
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(○印） 
取り組んでいきたい内容 

（すでに取り組んでいることも含む） 

取り組みの事実 
（実施している内容・実施していない内容） 

項　　目 

○栄養摂取や水分確保の支援 

食べる量や栄養バランス、水分量が一日 
を通じて確保できるよう、一人ひとりの 
状態や力、習慣に応じた支援をしている 

○感染症予防 

感染症に対する予防や対応の取り決めが 
あり、実行している（インフルエンザ、 
疥癬、肝炎、ＭＲＳＡ、ノロウイルス 
等） 

○食材の管理 

食中毒の予防のために、生活の場として 
の台所、調理用具等の衛生管理を行い、 
新鮮で安全な食材の使用と管理に努めて 
いる 

○安心して出入りできる玄関まわりの工夫 

利用者や家族、近隣の人等にとって親し 
みやすく、安心して出入りができるよう 
に、玄関や建物周囲の工夫をしている 

○居心地のよい共用空間づくり 

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、 
食堂、浴室、トイレ等）は、利用者に 
とって不快な音や光がないように配慮 
し、生活感や季節感を採り入れて、居心 
地よく過ごせるような工夫をしている 

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり 

共用空間の中には、独りになれたり、気 
の合った利用者同士で思い思いに過ごせ 
るような居場所の工夫をしている 

○居心地よく過ごせる居室の配慮 

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家 
族と相談しながら、使い慣れたものや好 
みのものを活かして、本人が居心地よく 
過ごせるような工夫をしている 

○換気・空調の配慮 

気になるにおいや空気のよどみがないよ 
う換気に努め、温度調節は、外気温と大 
きな差がないよう配慮し、利用者の状況 
に応じてこまめに行っている 

○身体機能を活かした安全な環境づくり 

共用部の中で思い思いに過ごされているが、一人になれる 
スペースはあるが、気のあった利用者同士では良いが、気 
の合わない方との場合見渡しが良すぎてまずい場合もあ 
る。 

利用者本位の部屋作りを介護員がお手伝いをしながら工夫 
している。 

気になるにおいはなく換気や温度調節は当然であり、湿温 
度調整を利用者の居室も共有部も湿温度計でいつでも確 
かめてコントロールできるようにしている。空気清浄機も乾燥 
時期には加湿器とともに空気中において細菌などを死活化 
する機器を導入している。 

建物内はすべてバリアフリーで共有通路は車いすでも行き 
来できるスペースでありあらゆるところに手すりを設けてあ 

（２）本人の力の発揮と安全を支える環境づくり 

さらに本年は、お風呂に炭酸泉浴(動脈硬化・高血圧・便 
秘・リラックス・冷え性・ダイエット・美容・肌荒れ・じょくそう 
などへの効能がある）で入浴中における脳卒中などをでき 
るだけ引き起こさないように新たに設備を導入しました。 

（１）居心地のよい環境づくり 

玄関には日中は鍵をかけていないため出入りは自由に 
なっている。一部の家族には物騒だと言われたこともある 
が、極力、玄関内出入り口の受け付けには職員が待機で 
きるようにしている。 

81 ○ 

他施設の方々より常に清潔さには新築時のようだとお褒 
めをいただいております。当ホームの特色の一つとしての 
清潔さは、内外での感染病を起こさないようにするための 
もので、新任の介護員などには最初に気を付けていただ 
くように指導教育をしている。さらに開所時の原点に返っ 
て磨きをかけていきたいと思います。 

80 

玄関より居間からの出入りがしやすいのか地域の方々など 
はそこから訪れる方もいる。ただし、家族は何度も来ている 
ため玄関から気軽に訪れてきてくれる。 

玄関より共有通路はいつも季節感には配慮している。 

77 ○ 

開所年度より在職中の栄養士を当社の健康維持栄養管 
理室長として当ホームをそこの食材調達員とともに利用者 
の好き嫌いや食べたい物のリクエストなど一人ひとりに時 
折問いかけながら栄養バランスと体調状況を考慮しながら 
支援をせていきたい。 

開所年度より栄養士がいて一人ひとりに合わせた量で栄養 
バランスを確保し、その記録とともに支援している。 

居心地が良くても出来る限り居室にこもらないようにも配 
慮していきたい。 

82 

当ホームの特色の一つとして感染症に対する最大の防御 
として清潔保持をするため各所において消毒剤を使い分 
けており、毎日毎朝９時より１時間以上にわたって特別に 
ないという日もなく徹底して掃除をすることから一日が始 
まっています。 

79 

ホーム外に当社の健康維持栄養管理室が設置されてお 
り、そこの栄養士と食材調達員を常に出入りをさせて二重 
に台所内の清潔保持と食材の安全性の確保と食膳の配 
置などを指導できるようにしている。 

78 

利用者も介護員もインフルエンザ予防接種は義務付けてい 
る。また、毎日のうがいや手洗い・トイレ内での便器回り清潔 
保持は徹底させている。外から訪れる家族をはじめ玄関内 
で消毒をお願いをしている。 

食材管理はホーム内の職員が管理をしている。また、ホーム 
内職員が台所の清潔保持を徹底している。 

バリアフリーで安全ということに安心しないようにしていき 
たい。やはりハードでなくハートであるための介護を忘れ 

84 

畳コーナーもフロアーよりそのままバリアフリーのため見渡 
しが良くパーテーションの設置を考えてはそこに寄り掛 
かったりして転倒でも起こさないかが常に問題視され今現 
在も考察中である。 

83 
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(○印） 
取り組んでいきたい内容 

（すでに取り組んでいることも含む） 

取り組みの事実 
（実施している内容・実施していない内容） 

項　　目 

建物内部は一人ひとりの身体機能を活か 
して、安全かつできるだけ自立した生活 
が送れるように工夫している 

○わかる力を活かした環境づくり 

一人ひとりのわかる力を活かして、混乱 
や失敗を防ぎ、自立して暮らせるように 
工夫している 

○建物の外周りや空間の活用 

建物の外周りやべランダを利用者が楽し 
んだり、活動できるように活かしている 

来できるスペースでありあらゆるところに手すりを設けてあ 
る。当ホームでは生活の中にリハビリがある。 

共同生活の枠組みの中で創作したりしている。 

85 

たい。やはりハードでなくハートであるための介護を忘れ 
ないようにしていきたい。 

出来ている。日常の洗濯物などベランダなどで利用者本人 
が干したり取り込んだりできるようにしている。また、外回りは 
車いすでも出入りができるようにしている。 

一人ひとりの残存能力の発見について介護員が見出すこ 
とができるように混乱や失敗も介護員がともに共有して、 
悲しみなどを半減し、喜びを倍増でき、たったこれだけし 
か、たとえ出来なくとも自身を持っていただけるよう支えて 
いけるような工夫を施していきたい。 

87 

野菜や花など今年も植えて利用者とともに地域に還元で 
きるくらいに収穫していきたいです。 

86 ○ 
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Ⅴ．サービスの成果に関する項目 

①ほぼ全ての利用者の 

②利用者の２/３くらいの 

○ ③利用者の１/３くらいの 

④ほとんど掴んでいない 

○ ①毎日ある 

②数日に１回程度ある 

③たまにある 

④ほとんどない 

①ほぼ全ての利用者が 

○ ②利用者の２/３くらいが 

③利用者の１/３くらいが 

④ほとんどいない 

①ほぼ全ての利用者が 

○ ②利用者の２/３くらいが 

③利用者の１/３くらいが 

④ほとんどいない 

①ほぼ全ての利用者が 

②利用者の２/３くらいが 

○ ③利用者の１/３くらいが 

④ほとんどいない 

○ ①ほぼ全ての利用者が 

②利用者の２/３くらいが 

③利用者の１/３くらいが 

④ほとんどいない 

①ほぼ全ての利用者が 

○ ②利用者の２/３くらいが 

③利用者の１/３くらいが 

④ほとんどいない 

①ほぼ全ての家族と 

②家族の２/３くらいと 

○ ③家族の１/３くらいと 

④ほとんどできていない 

項　　目 最も近い選択肢の左欄に○をつけてください。 

88 
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意 
向を掴んでいる 

90 
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい 
る 

92 
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけて 
いる 

89 
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場 
面がある 

91 
利用者は、職員が支援することで生き生きし 
た表情や姿がみられている 

93 
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不 
安なく過ごせている 

94 
利用者は、その時々の状況や要望に応じた 
柔軟な支援により、安心して暮らせている 

95 
職員は、家族が困っていること、不安なこと、 
求めていることをよく聴いており、信頼関係が 
できている 
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①ほぼ毎日のように 

○ ②数日に1回程度 

③たまに 

④ほとんどない 

①大いに増えている 

○ ②少しずつ増えている 

③あまり増えていない 

④全くいない 

①ほぼ全ての職員が 

○ ②職員の２/３くらいが 

③職員の１/３くらいが 

④ほとんどいない 

①ほぼ全ての利用者が 

②利用者の２/３くらいが 

○ ③利用者の１/３くらいが 

④ほとんどいない 

①ほぼ全ての家族等が 

②家族等の２/３くらいが 

○ ③家族等の１/３くらいが 

④ほとんどできていない 

入浴中における脳卒中などを出来るだけ引き起こさない為に新たに導入しました。 

項　　目 最も近い選択肢の左欄に○をつけてください。 

96 
通いの場やグループホームに馴染みの人や 
地域の人々が訪ねて来ている 

97 
運営推進会議を通して、地域住民や地元の 
関係者とのつながりが拡がったり深まり、事 
業所の理解者や応援者が増えている 

98 職員は、活き活きと働けている 

99 
職員から見て、利用者はサービスにおおむね 
満足していると思う 

【特に力を入れている点・アピールしたい点】 
(この欄は、日々の実践の中で、事業所として力を入れて取り組んでいる点やアピールしたい点を記入してください。） 

100 
職員から見て、利用者の家族等はサービス 
におおむね満足していると思う 

当ホームは昨年暮れより炭酸泉入浴を導入しました。炭酸泉とは動脈硬化・高血圧・便秘・リラックス・冷え性 
・ダイエット・美容・肌荒れ・じょくそうなどへの効能がある事が医学的にも証明されており、 
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